
学校段階からのキャリア教育の更なる広がり・強化

小学校段階から、
児童生徒の発達段階に応じ、
学校教育活動全体を通じて、
キャリア教育を推進

学 校

勤労観、職業観を育成するキャリア教育の更なる推進
・児童生徒の勤労観、職業観を育成するために、中学校を
中心に、５日間以上の職場体験等の実施 等

文部科学省

職業意識の形成支援

・ハローワーク、産業界
等が連携し、企業人等の
学校への派遣、企業で
の就業体験等により職
業意識の形成

ものづくり技術等の
早期職業教育の実践

・ＮＰＯ、企業等の民間
主体を中核として地元
産業界との連携 等

経済産業省 厚生労働省

★キャリア教育の基本方向
・児童生徒一人一人のキャリア発達
への支援
・「働くこと」への意欲の高揚と
学習意欲の向上
・職業人・社会人としての
資質・能力を高める指導の充実

・自立意識の涵養と豊かな人間性の
育成

児童生徒の
働くことへの意識の高まり

● 学校、ＰＴＡ、各教育委員会、各労働局・ハローワーク、各経済産業局、地方公共団体、地域

の経営者協会、商工会議所等による地域レベルでの協議の場を設置するなど、関係機関等の
連携・協力による支援システムづくりに取り組んでいる。
● 「若者の自立・挑戦のためのアクションプラン」の策定後速やかに、各省から関係機関等に対
し、具体的な指示・協力依頼を行う。（平成１７年３月７日付けで各省から関係部局等へ依頼～

地域レベルでの連携・協力の一層の強化
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